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一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　

（
毎
週
四
回
月
曜
・
火
曜
・
木
曜
・
金
曜
発
行
）

一
九
八
九
年
九
月
十
九
日
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
一
．
廿
万

全
難
連
第
一
五
回
総
会
開
く

1
1
1
1
1
！
1
1
1
1

　

去
る
四
月
二
九
日
、
東
京
田
町
の
都
立
身
障

者
福
祉
会
館
で
全
難
連
第
一
五
回
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
総
会
に
は
加
盟
六
団
体
の
代
表
が

参
加
し
、
昭
和
六
三
年
度
の
活
動
経
過
報
告
、

決
算
報
告
を
承
認
、
平
成
元
年
度
の
活
動
方
針
、

予
算
を
決
定
す
る
と
共
に
、
新
役
員
を
選
出
し

ま
し
た
。

　

開
会
冒
頭
、
岩
下
宏
会
長
が
挨
拶
に
立
ち
、

「
昨
年
度
は
前
会
長
の
辞
任
、
加
盟
団
体
の
脱

会
な
ど
全
難
連
結
成
以
来
の
き
び
し
い
状
況
の

下
で
、
事
務
局
を
維
持
し
、
活
動
を
絶
や
さ
な

い
た
め
に
、
新
役
員
・
運
営
委
員
が
結
束
協
力

し
あ
い
、
活
動
経
過
報
告
に
あ
る
よ
う
な
、
い

く
つ
か
の
成
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
年
度
は
こ
の
基
盤
の
上
に
立
っ
て
、
少
し
で

も
活
動
の
輪
が
広
が
る
よ
う
、
皆
様
方
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
今
年
四
月
か

ら
消
費
税
が
導
入
さ
れ
、
難
病
患
者
の
生
活
に

大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。
全
難
連
と
し

て
は
特
に
運
動
は
し
な
い
が
、
各
会
員
が
問
題

を
認
識
し
、
機
会
を
と
ら
え
て
意
思
表
示
し
て

ゆ
き
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
活
動
方
針
の
中
に
、
新
た
に
難
病

患
者
の
福
祉
を
中
心
と
す
る
［
難
病
救
済
基
本

法
］
（
仮
称
）
の
制
定
促
進
を
掲
げ
ま
し
た
。
難

病
患
者
の
中
に
は
身
体
障
害
者
と
認
定
さ
れ
な

い
者
か
お
り
、
経
済
的
に
も
、
介
護
や
就
労
の

面
で
も
身
体
障
害
者
と
同
等
の
問
題
を
抱
え
て

い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
諸
制
度
が
利
用
で
き

な
い
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。

　

ま
た
、
た
と
え
障
害
者
と
認
定
さ
れ
て
も
、

特
定
疾
患
患
者
と
い
う
こ
と
で
、
特
定
の
疾
病

対
策
の
窓
口
に
回
さ
れ
る
な
ど
、
難
病
患
者
の

福
祉
は
数
多
く
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
根
本
的
に
解
決
し
て
ゆ
く
た
め
に
は
、
難
病

患
者
の
た
め
の
法
律
を
制
定
す
る
こ
と
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
、
今
後
各
方
面
に
訴
え
か
け
て

い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
難
病
患
者
と
介
護
す
る
家
族
の
高
齢

化
の
問
題
、
障
害
年
金
の
再
認
定
の
さ
い
に
、

１一
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認
定
を
却
下
さ
れ
る
例
が
あ
る
こ
と
等
が
話
題

に
な
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
今
後
取

り
組
ん
で
ゆ
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
国
立
療
養
所
に
難
病
ベ
ッ
ド
を
確
保

し
て
ゆ
く
と
共
に
、
長
期
療
養
施
設
の
早
期
実

現
を
誓
い
あ
い
ま
し
た
。

昭
和
六
三
年
度
・
活
動
経
過
報
告

一
、
総
会
（
昭
和
六
三
年
五
月
）

　
　

昭
和
六
三
年
度
の
活
動
方
針
、
予
算
、
新

　

役
員
な
ど
が
承
認
さ
れ
た
。
十
数
年
に
わ
た

　

っ
て
全
難
連
と
関
わ
っ
て
き
た
、
前
会
長
の

　

辞
任
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
下
で
、
加
盟
団

　

体
の
脱
会
な
ど
様
々
な
困
難
が
予
想
さ
れ
る

　

が
、
全
難
連
を
存
続
さ
せ
、
運
動
を
絶
や
さ

　

な
い
よ
う
団
結
を
誓
い
あ
っ
た
。

二
、
事
務
所
の
移
転
（
昭
和
六
三
年
五
月
）

　
　

文
京
区
の
前
事
務
所
か
ら
、
現
在
の
巣
鴨

　

の
事
務
所
に
移
転
し
た
。

三
、
厚
生
省
交
渉
（
昭
和
六
三
年
七
月
）

　
　

原
因
の
究
明
と
治
療
法
の
確
立
の
た
め
の

　

研
究
班
の
充
実
、
長
期
療
養
施
設
の
設
置
な

　

ど
を
求
め
て
、
厚
生
省
各
担
当
課
と
の
交
渉

　

を
行
っ
た
。
際
立
っ
た
成
果
は
な
か
っ
た
が
、

　

国
立
療
養
所
課
で
は
「
入
院
を
希
望
す
る
患

　

者
が
い
れ
ば
、
可
能
な
限
り
努
力
す
る
」
と

　

約
束
し
て
く
れ
た
。

四
、
第
一
東
京
弁
護
士
会
で
神
経
難
病
の
説
明

　

会
（
昭
和
六
三
年
八
月
）

　
　

第
一
東
京
弁
護
士
会
・
人
権
擁
護
委
員
会

　

で
は
昨
年
三
月
、
Ａ
Ｌ
Ｓ
（
筋
萎
縮
性
側
索

　

硬
化
症
）
に
つ
い
て
調
査
報
告
と
提
言
を
ま

　

と
め
、
各
方
面
に
大
き
な
啓
蒙
の
役
割
を
果

　

た
し
て
く
れ
た
が
、
ひ
き
続
い
て
本
年
度
は

　

難
病
問
題
を
人
権
の
見
地
か
ら
取
り
上
げ
て

　

く
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
り
あ
え
ず
神
経

　

難
病
か
ら
調
査
す
る
こ
と
と
な
り
、
筋
無
力

　

症
、
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
、
ベ
ー
チ
エ
″
ト
病
、

　

筋
萎
縮
性
側
索
硬
化
症
の
各
患
者
会
の
代
表

　

が
招
か
れ
、
各
委
員
に
病
気
や
療
養
に
伴
う

　

問
題
点
な
ど
を
説
明
し
、
質
疑
応
答
を
行
っ

　

た
。

五
、
神
経
難
病
患
者
会
で
勉
強
会
（
昭
和
六
三

　

年
一
〇
月
）

　
　

第
一
東
京
弁
護
士
会
で
の
会
合
を
契
機
に
、

　

神
経
難
病
患
者
が
現
在
抱
え
て
い
る
問
題
を

　

出
し
あ
い
、
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
運
動
を
展
開

　

し
て
い
っ
た
ら
よ
い
か
に
つ
い
て
、
共
通
す

　

る
問
題
を
話
合
う
勉
強
会
を
行
っ
た
。
長
期

　

療
養
施
設
や
難
病
患
者
救
済
の
た
め
の
法
律

　

の
制
定
、
さ
ら
に
は
医
療
法
改
正
に
つ
い
て
、

　

今
後
も
継
続
し
て
勉
強
し
て
い
く
こ
と
と
し

　

た
。

六
、
長
期
療
養
施
設
の
構
想
を
検
討
（
昭
和
六

　

三
年
コ
ー
月
）

　
　

全
難
連
が
か
ね
て
か
ら
設
置
を
求
め
て
い

　

た
長
期
療
養
施
設
に
つ
い
て
、
そ
の
内
容
を

　

具
体
的
に
検
討
す
る
た
め
に
会
合
を
持
っ
た
。

　

そ
し
て
構
想
を
ま
と
め
る
と
共
に
、
今
後
さ

　

ら
に
検
討
を
加
え
て
、
厚
生
省
な
ど
に
提
出

　

す
る
こ
と
と
し
た
。
長
期
療
養
施
設
を
現
行

　

の
法
律
内
で
行
う
の
か
、
そ
れ
と
も
新
し
い

　

法
律
の
下
で
行
う
の
か
が
問
題
と
な
っ
た
。

七
、
全
国
の
病
院
ヘ
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
（
昭
和

　

六
三
年
一
一
月
）

　
　

特
定
疾
患
患
者
が
ど
ん
な
病
院
に
入
院
、

　

ま
た
は
通
院
し
て
い
る
の
か
を
調
査
す
る
た

　

め
、
わ
が
国
で
も
初
め
て
の
全
国
レ
ベ
ル
で

　

の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を

　

会
報
で
報
告
し
た
。

八
、
施
設
訪
問
（
昭
和
六
三
年
コ
ー
月
）

一

ｎ
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Ｉ匹四木混

　
　

長
期
療
養
施
設
の
内
容
を
検
討
し
て
ゆ
く

　

過
程
の
一
つ
と
し
て
、
既
存
施
設
の
見
学
を

　

行
う
こ
と
と
な
り
、
そ
の
手
初
め
に
、
東
京

　

都
小
平
市
に
あ
る
ス
モ
ン
病
患
者
の
施
設
、

　

曙
光
園
を
訪
問
し
た
。

九
、
会
報
の
発
行

　
　

昭
和
六
三
年
九
月
七
〇
号
、
平
成
元
年
三

　

月
七
一
号
の
二
回
発
行
。

一
〇
、
運
営
委
員
会
お
よ
び
事
務
局
会
議

　
　

毎
月
一
回
定
例
の
運
営
委
員
会
を
持
ち
、

　

そ
の
ほ
か
適
宜
事
務
局
会
議
を
開
い
た
。

一
二
全
難
連
活
動
、
新
聞
で
紹
介
（
昭
和
六

　
　
　

三
年
二
一
月
）

　
　

全
難
連
の
活
動
が
朝
日
新
聞
日
曜
版
で
取

　

り
上
げ
ら
れ
、
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

二
ぺ
加
盟
団
体
の
動
向

　
　

六
三
年
五
月
の
総
会
直
後
に
脊
髄
小
脳
変

　

性
症
友
の
会
、
あ
せ
び
会
、
二
分
脊
椎
症
友

　

の
会
が
退
会
し
、
ま
た
一
二
月
に
は
小
人
症

　

友
の
会
が
退
会
、
現
在
は
六
団
体
。

平
成
元
年
度
・
役
員
一
覧

会

　

長
岩
下
宏
（
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
友
の
会
）

副
会
長

　

武
田
治
子
（
筋
無
力
症
友
の
会
）

　

々

　
　

寺
山
ゑ
み
（
膠
原
病
友
の
会
）

会
計
監
査

　

喜
入
ヒ
ロ
ミ

　
　
　
　
　
　
　

（
多
発
性
硬
化
症
友
の
会
）

ク

　
　
　

最
上
貞
庚
（
全
腎
協
）

平
成
元
年
度
・
活
動
方
針

一
、
原
因
究
明
と
治
療
法
の
早
期
開
発
の
促
進

　

を
厚
生
省
に
働
き
か
け
ま
す
。

二
、
難
病
対
策
の
強
化
と
医
療
福
祉
の
向
上
を

　

目
指
し
て
運
動
を
推
進
し
ま
す
。

一
「
特
定
疾
患
治
療
研
究
対
象
患
者
の
拡
大
を

　

働
き
か
け
ま
す
。

四
、
国
立
病
院
・
療
養
所
の
難
病
患
者
の
基
幹

　

病
院
化
と
、
そ
の
た
め
の
制
度
改
善
（
看
護

　

制
度
の
見
直
し
な
ど
）
を
働
き
か
け
ま
す
。

五
、
長
期
療
養
施
設
の
早
期
設
置
を
目
指
し
ま

　

す
。

六
、
難
病
救
済
基
本
法
（
｛

仮
称
）
の
制
定
を
目

　

指
し
て
運
動
を
し
て
い
き
ま
す
。

七
、
医
療
法
の
改
正
・
適
正
化
に
向
け
て
患
者

　

団
体
の
意
見
を
結
集
し
、
働
き
か
け
て
ゆ
き

　

ま
す
。

八
、
財
政
基
盤
を
確
立
し
、
全
難
連
の
組
織
強

　

化
と
相
互
連
帯
に
向
け
て
努
力
し
ま
す
。

九
、
難
病
運
動
に
対
す
る
社
会
の
理
解
を
深
め

　

る
た
め
、
ひ
き
つ
づ
き
国
際
障
害
者
年
日
本

　

推
進
協
議
会
の
運
動
に
参
加
し
ま
す
。

ご
寄
付
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

山
形
東
京

近
藤
幸
美
様

中
井
孝
子
様

水
野
裕
子
様

武
田
洋
子
様

匿

　

名
様

　

五
千
円

一
〇
万
円

　

五
千
円

　

五
万
円

一
五
万
円

長
野

　

井
上
昌
子
様

　
　
　

一

大
阪

　

千
里

　

友
様

　

切
手
一

一一

万
円
○
枚

お
心
暖
ま
る
ご
支
援
を
深
く
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。
難
病
患
者
の
医
療
福
祉

向
上
の
た
め
、
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た

一
に
Ｊ

一
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全
難
連
、
厚
生
省
へ
請
願

　

去
る
六
月
一
五
日
午
後
一
時
半
よ
り
。
厚
生

省
会
議
室
に
於
て
、
本
年
度
の
対
厚
生
省
交
渉

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
仝
難
連
加
盟
各

団
体
の
代
表
が
出
席
し
、
厚
生
省
側
か
ら
は
、

保
健
医
療
局
疾
病
対
策
課
、
国
立
病
院
課
、
国

立
療
養
所
課
、
健
康
政
策
局
総
務
課
、
社
会
局

更
生
課
そ
の
他
、
担
当
各
課
の
係
官
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

全
難
連
か
ら
提
出
し
た
請
願
項
目
と
、
そ
れ

に
対
す
る
回
答
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
通
り
で
す
。

一
、
原
因
の
究
明
と
根
本
的
な
治
療
法
の
早
期

　

開
発
を
め
ざ
し
た
特
定
疾
患
調
査
研
究
費
用

　

の
大
幅
増
額
。

毎
年
努
力
は
し
て
い
る
が
、
結
果
と
し
て

現
在
、
特
定
疾
患
の
指
定
は
、
調
査
研
究

1
1
1
1
1
1
1
1

　

班
で
研
究
し
て
い
る
疾
患
の
中
か
ら
い
く
つ

　

か
候
補
を
あ
げ
て
も
ら
い
、
特
定
疾
患
対
策

　

懇
談
会
で
検
討
し
て
決
定
し
て
い
る
が
、
今

　

後
と
も
こ
の
方
式
で
毎
年
一
疾
患
ず
つ
増
や

　

し
て
ゆ
き
た
い
。
全
難
連
の
要
望
は
伝
え
て

　

お
く
。

三
、
長
期
療
養
施
設
の
早
期
実
現

昨
年
、
「
難
病
の
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
研
究

　

班
で
取
り
組
ん
で
も
ら
い
、
マ
ン
パ
ワ
ー
は

　

ど
れ
く
ら
い
必
要
か
、
ど
う
い
う
施
設
が
望

　

ま
し
い
か
を
考
え
て
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
検

　

討
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
の
で
、
今
年
度
も
ひ

　

き
続
い
て
取
り
組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
。
建

　

設
の
可
能
性
、
時
期
に
つ
い
て
は
ま
だ
明
言

　

で
き
る
段
階
で
は
な
い
。

四
、
国
立
病
院
、
療
養
所
内
に
神
経
難
病
を
中

　

心
と
す
る
難
病
病
床
を
設
置
し
、
医
師
、
看

　

護
婦
の
増
員
を
は
か
る
等
、
十
分
な
看
護
体

　

制
が
と
れ
る
よ
う
、
特
別
措
置
を
講
ず
る
こ

国
立
療
養
所
で
は
従
来
よ
り
難
病
患
者
の

　

受
け
入
れ
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
さ
ら

　

に
進
め
て
、
神
経
難
病
患
者
の
た
め
の
専
門

　

病
棟
を
設
置
す
る
な
ど
し
て
強
化
し
て
ゆ
き

　

た
い
。
国
立
病
院
は
急
性
期
の
患
者
を
治
療

　

す
る
と
い
う
機
能
分
担
が
あ
り
、
療
養
所
と

　

同
等
に
と
い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、
治

　

療
面
で
難
病
患
者
を
よ
り
多
く
受
け
入
れ
ら

　

れ
る
よ
う
に
し
て
ゆ
き
た
い
。
ま
た
看
護
体

　

制
の
強
化
は
か
な
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

　

今
後
と
も
増
員
要
求
は
し
て
ゆ
く
。

五
、
総
合
病
院
に
神
経
内
科
を
設
置
す
る
こ
と
。

－
－
‐
‐
現
在
の
総
合
病
院
制
度
の
中
で
は
な
じ
ま

　

な
い
。
現
在
、
医
療
法
の
改
正
に
着
手
中
で

　

あ
り
、
そ
の
中
で
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

六
、
患
者
が
近
く
の
病
院
で
入
院
治
療
が
受
け

　

ら
れ
る
よ
う
に
、
専
門
医
の
養
成
に
努
力
し
、

　

全
国
主
要
病
院
に
設
置
す
る
こ
と
。

三
年
ほ
ど
前
、
開
業
医
の
た
め
に
「
難
病

の
診
断
と
手
引
き
』
を
作
成
し
た
が
、
目
下

改
訂
作
業
中
で
、
出
来
上
が
り
次
第
こ
れ
を

配
布
し
て
、
難
病
に
対
す
る
知
識
の
普
及
に

っ
と
め
た
い
。
ま
た
、
医
師
の
卒
後
研
修
に

難
病
の
治
療
と
ヶ
ア
を
採
り
入
れ
て
ゆ
き
た

一

｛
ｎ
ｖ一

　

前
年
度
と
同
額
の
予
算
に
な
っ
て
い
る
。
こ

　

れ
に
め
げ
ず
、
増
額
を
要
求
し
て
ゆ
き
た
い
。

二
、
医
療
費
公
費
負
担
対
象
疾
患
の
拡
大
（
混

　

合
性
結
合
組
織
病
Ｍ
Ｃ
Ｔ
Ｄ
を
組
み
入
れ
る

　

こ
と
）
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七
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
よ
る
身
障
者
手
帳

　

の
交
付
範
囲
の
拡
大
。

認
定
基
準
に
合
え
ば
交
付
し
て
い
る
。
肝

現
在
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
派
遣
、
日
常

』
れ
に
つ
い
て
は
、
今
日
の
と
こ
ろ
は
話

厚
生
省
内
で
も
ま
だ
研
究
段
階
で
あ
る
。

　

福
祉
機
器
の
供
給
貸
与
。

―
現
在
。
日
常
生
活
用
具
の
給
付
事
業
と
し

　

て
行
っ
て
い
る
が
、
そ
の
対
象
品
目
等
に
つ

　

い
て
は
今
後
さ
ら
に
充
実
し
て
ゆ
く
。
ま
ば

　

た
き
等
で
操
作
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

　

機
器
に
つ
い
て
も
、
日
常
生
活
用
具
に
織
り

　

込
む
よ
う
努
力
し
て
ゆ
き
た
い
。

一
二
、
社
会
及
び
医
療
・
保
健
・
行
政
関
係
者

　

等
に
対
す
る
難
病
問
題
へ
の
啓
蒙
活
動
の
推

　

進
。現
在
、
マ
ス
コ
ミ
の
協
力
を
得
て
い
ろ
い

ろ
と
報
道
し
て
も
ら
っ
て
お
り
、
ま
た
行
政

　

関
係
の
担
当
者
会
議
で
も
、
難
病
に
対
す
る

　

啓
蒙
を
深
め
る
よ
う
連
絡
し
て
い
る
が
、
今

　

後
と
も
機
会
を
と
ら
え
て
広
め
て
ゆ
き
た
い
。

　

さ
ら
に
、
補
足
質
問
と
し
て
、
現
在
、
国
立

病
院
で
神
経
内
科
の
あ
る
所
は
何
病
院
か
と
の

問
い
に
対
し
て
、
二
年
前
の
統
計
に
よ
れ
ば
、

神
経
内
科
を
標
榜
し
て
い
る
病
院
は
二
〇
施
設

だ
が
、
五
七
病
院
で
患
者
を
受
け
入
れ
て
い
る

と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
更
に
増
や

し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
望
に
対
し
て
、
そ
の
方

向
で
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
来
る
ー
〇
月
一
四
日
、
全
難
連
主
催
「
難
病
を
考
え
る
集
い
」
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

患
者
・
家
族
、
医
療
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
下
さ
い
。

＊
日
時
：
：
平
成
元
年
一
〇
月
一
四
目
（
土
）
午
後
一
時
半
上
二
時
半

＊
場
所
：
：
〒
】
百
　
東
京
都
新
宿
区
霞
が
臣
町
一
五
日
本
青
年
館
（
Ｊ
Ｒ
信
濃
町
駅
下
車
六
分
）

　
　
　
　
　
　
（
電
話
）
○
三
－
四
七
五
－
二
四
五
五

＊
講
演
　
「
免
疫
の
話
」
：
：
自
治
医
科
大
学
教
授
　
狩
野
庄
吾
先
生

　
　
　
　
　
「
難
病
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
現
状
と
将
来
の
展
望
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
：
：
国
立
静
岡
病
院
名
誉
院
長
　
牢
尾
野
公
義
先
生

「
難
病
を
考
え
る
集
い
」
講
演
会
開
催
の
お
知
ら
せ

一７一

　

機
能
障
害
、
血
友
病
等
に
つ
い
て
も
、
今
後

　

検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

八
、
在
宅
療
養
患
者
に
対
す
る
訪
問
診
療
制
度
、

　

訪
問
介
護
制
度
等
、
医
療
・
福
祉
の
充
実
。

　

生
活
用
具
の
給
付
、
特
別
障
害
者
手
当
て
の

　

給
付
等
を
行
っ
て
い
る
が
、
今
後
と
も
允
実

　

さ
せ
て
ゆ
き
た
い
。

九
、
「
難
病
福
祉
法
」
（
仮
称
）
を
制
定
す
る

　

こ
と
。

　

を
う
か
が
う
に
と
ど
め
た
い
。

一
〇
、
「
抗
ア
セ
チ
ル
コ
リ
ン
受
容
抗
体
値
」

　

検
査
の
保
険
適
用
。

　

技
術
的
に
安
定
し
、
き
ち
ん
と
し
た
成
果
が

　

上
が
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
認
め
ら
れ
る
だ
ろ

一
二
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
機
器
等
、
重
度

　

障
害
を
持
つ
難
病
患
者
が
必
要
と
す
る
医
療
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情
報
フ
ァ
イ
ル

宇
尾
野
公
義
先
生
、

　

神
経
難
病
患
者
の
診
療
相
談
に

　

本
年
三
月
、
国
立
静
岡
病
院
を
定
年
退
職
さ

れ
、
同
病
院
の
名
誉
院
長
と
な
ら
れ
た
宇
尾
野

公
義
先
生
は
、
九
月
か
ら
東
京
早
稲
田
の
全
国

療
育
相
談
セ
ン
タ
ー
に
於
て
、
筋
無
力
症
及
び

　

｛

言細

　

ド

就
言

｝
宗

i
i　　
〒
≫
　
　
　
ｍ
〒
昔

神
経
疾
患
の
患
者
の
診
療
に
あ
た
ら
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
診
療
日
時
は
毎
週
金
曜
日
午
前
一

〇
時
よ
り
。
診
療
希
望
者
は
事
前
に
申
し
込
む

こ
と
。
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
（
東
京
都
新
宿

区
西
早
稲
田
ニ
ー
ニ
ー
八
、
電
話
○
三
－
ニ
○

三
－
コ
I
l
l
)
へ
。

看
護
職
員
、
九
三
万
人
に

厚
生
省
は
こ
の
た
び
、
今
年
か
ら
平
成
六
年

　
　
　
　
　
　

内

　
　
　
　
　
　

部

　

レ

　
　
　

学

　

り

　
　
　

矢

　

ビ

　
　
　

則

　

召

　
　
　

ヽ
’

　

‐

　
　
　

大

　

Ｉ

　
　
　

京

　

９

　
　
　

帝

　

一

　
　
　
　

1

　

1
5

　
　
　
　

一

　

一

　
　
　
　

ｎ

　

乱
゜

　

２
　
Ｓ

会
落
４

　
　

賀
Ｉ

議
下
３

　
　

加
３

　

会

協
区
５

　

会
区
３

　

の
区

絡
宿
Ｉ

　

の
橋
Ｉ

　

友
京

連
新
２

　

友
板
４

　

症
文

者
都
５

　

病
都
６

　

化
都

患
京
９

　

ト
京
９

　

硬
京

病
東
ぐ

　

ツ
束
ぐ

　

性
束

臓
１
３

　

エ
３
３

　

発
３

腎
1
6
0

　

チ
1
7
0

　

多
１
１
‥

国
〒
昔

　

一
〒
昔

　

国
〒
き

全

　
　
　

べ

　
　
　

全

　

7
0
1

　

1
0
　

　

m

　

ゴ

　

新
９

　

既
６

　

ヤ

会
都
６

認
一
口

。
6
2
0
3

ザ
ご

｛｛
一

ご

連
都
４

一
に

一
九
七
六
年
二
月
二
十
五
日
第
三
種
郵
便
物
認
可

　

’
毎
週
四
回
月
曜
・
火
曜
・
木
曜
・
金
曜
発
行
）

一
九
八
九
年
九
月
十
九
日
発
行
Ｓ
Ｓ
Ｋ
Ｏ
通
巻
二
〇
五
号

ま
で
の
看
護
職
員
（
看
護
婦
、
准
看
護
婦
、
保

健
婦
、
助
産
婦
）
の
需
給
見
通
し
を
ま
と
め
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
六
年
の
看
護
職
員
の
需

要
は
九
三
万
五
千
人
（
現
在
数
は
七
六
万
六
千

人
）
に
の
ぽ
る
と
予
想
さ
れ
、
看
護
婦
経
験
者

の
再
就
職
の
促
進
、
看
護
婦
養
成
所
の
増
強
な

ど
、
看
護
職
員
確
保
の
施
策
を
進
め
て
い
く
こ

と
と
し
た
。

　

ま
た
病
床
一
〇
〇
床
あ
た
り
の
看
護
職
員
の

数
は
、
昭
和
六
二
年
の
三
四
・
三
人
か
ら
平
成

六
年
に
は
四
〇
・
九
人
に
高
ま
る
見
通
し
。

　

末
期
ガ
ン
告
知
、
前
向
き
に

　

厚
生
省
の
「
末
期
医
療
に
関
す
る
ヶ
ア
の
在

り
方
の
検
討
会
」
は
、
末
期
ガ
ン
の
告
知
問
題

に
つ
い
て
去
る
六
月
、
「
一
律
の
告
知
は
適
当

で
は
な
い
が
、
告
知
に
は
有
益
な
点
が
多
い
の

で
、
告
知
問
題
に
一
層
積
極
的
に
取
り
組
む
べ

き
だ
」
と
の
見
解
を
打
ち
出
し
た
報
告
書
を
ま

と
め
た
。
こ
れ
を
も
と
に
、
厚
生
省
で
は
医
療

従
事
者
向
け
の
介
護
手
引
書
を
作
成
配
布
し
、

医
学
部
や
病
院
で
の
卒
前
・
卒
後
教
育
等
で
、

末
期
医
療
教
育
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。

発
行
人
身
体
障
害
者
団
体
定
期
刊
行
物
協
会

　
　
　
　

東
京
都
枇
田
谷
区
砧
六
－
二
六
－
二
Ｉ

定
価
一

一
只
）一
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〇
円
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